
楽し<ゆたかな生活を目指したマルチメディア機器･システム

マルチメディアが目指す楽しく豊かな生活
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家庭向けマルチメディア製品

日立製作所は,マルチメディアによる技術開発を進め,機器,システム,ソフトウエアサービスのあらゆる側面で｢生活ソリューション+の

提案を行い,楽しく豊かな生活の実現を目指している｡

メディアをディジタル化し,文字,音声,画像,映像

を統合して自由に加工し,どこへでも伝送し,好きなと

きに取り出すことができる,そんな環境を作り附すため

の技術を総称して,｢マルチメディア+と言う｡しかし,

取り扱うものはあくまで情報である｡いくらマルチメデ

ィアの技術が進んだからといっても,マルチメディアで

料理ができるわけではなく,汚れ物がいつの間にかきれ

いになるというわけでもない｡したがって,マルチメデ

イアがもたらす楽しく豊かな′日吉とは,情報をいかにう

まく使いこなすか,八と人とのコミュニケーションをい

つでも,どこでも,いかに好きな形で行うかということ

に尽きるように思える｡

日東製作所は,個別機器の技術をさらに発展させつつ,

21仲紀へ向けて,統合化されたシステムを｢生活ソリュ

ーション+として提案していく｡
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1.はじめに

パソコンや携帯電話が普及し,マルチメディアが氾濫

(はんらん)しているといった印象すらあるが,生活の主

要なツールとして,マルチメディアによっで情報を使い

こなすまでにはまだ至っていないようである｡

情報には,知る楽しみを満足させるという側面と,情

報を知って目の前の問題を解決するという側面の2面が

あるように思える｡生活にかかわる情報を区分してみた

ものを表1に示す｡知識欲を限りなく満足させれば,生

活はより楽しいものになり,問題をすぐに解決するよう

になれば,生活はより豊かになるのではないだろうか｡

他方,人間は生活の側面についてさまざまな情報を利用

している(図1参照)｡個々人の生活のあり様と同国との

かかわり方で行重力基盤が決まってくるのであろうが,マ

ルチメディアの時代では,これらの個人の生活を支える

情報が,より能動的に,いつでも,どこでも映像を含む

わかりやすい形で提供される｡

ここでは,楽しく豊かな生活の実現に向けたマルチメ

ディアの課題と日立製作所の取組みについて述べる｡

2.ディジタルメディアの現状と生活の変化

2.1各種メディアのディジタル化の現状

2.l.1通信メディア

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)の契約

数は年率50%で急伸しており,INSネット64削)の加入者

は1995年で51万件を,ISNネット1500※2)の加入者は1万

件をそれぞれ超えている｡INSネット64加入者は,より高

速にインターネットやパソコン通信を使いたいユーザー

と予想され,INSネット1500加入者はさらに動画像まで

送受信したいユーザーと考えられる｡パソコン通信の会

員数は1996年で573万人に達しており,インターネット接

続可能ユーザー数も541万人に達している｡これは個人ユ

ーザーが大半であることから,企業での利用者を加える

と800万人ほどの利用と考えられる｡

現在,FTTH(FibertotheHome)が推進されている｡

家庭への終端または家庭内で,より遠距離の伝送が可能

なプラスチック光ファイバの開発が進められており,21

世紀には,家庭内まで光ファイバによる広帯域通信ネッ

トワークが実現するものと考える｡

※1)INSネット64は,64kビット/sのISDN匝I線利用を指す｡

※2)INSネット1500は,1.5Mビット/sのISDN回線利用を指す｡

表1 マルチメディアによる情報
さまざまな情報を活用することにより,より楽しく豊かな生活が

得られる｡

情報の種燥 情報の活用分野

楽しい情報

教育･学問･勉強

趣味t嗜(し)好･稽(けい)古事

娯楽･ゲーム

自己表現･自分史･アルバム

買い物

旅行

豊かな情報

ニュース･天気予報

行政情報･道路情報

医療･健康情報

セキュリティ

個人財政･預貯金･年金･税金

地域活動･地域情報

コミュニケーション

行政･保健･病院

年金

保険

証券

銀行

地域

社会
個人･家族

友人･知人

その他一般社会

職場

学校

図1 生活のさまざまな側面

生活のすべての側面で情報が必須である｡

通勤

旅行

道路

2.1.2 放送メディア

1995年でBS(Broadcasting Satellite)アナログ放送の

受信世帯は1,000万を超え,CS(Communication Sateト

1ite)アナログ放送の契約者数も57万世帯となっている｡

PerfecTVによるディジタル衛星放送が1996年に開始さ

れ,1996年末で20万世帯の加入があったと考えられる｡

1997年にはDirecTVほかが放送開始を予定している｡

CATV(Cable Television)のディジタル化も始まり,

2000年に打ち上げ予定のBS4後発機ではディジタル化が

決定され,地上波テレビ放送のディジタル化は,2000年

の実用化に向けて実証実験が開始されようとしている｡

2.1.3 出版･パッケージメディア

1995年のCD-ROMのタイトル数は8,000種で,プレス

枚数は1億枚以上になっている｡タイトルの75%はパソ
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表2 通信･放送･出版メディアの融合

通信･放送･出版の融合は動画インターネットに到達する｡

メディア 利 用 分 野

通信メディア

手紙→電話→ファクシミリー→パソコン

通信→電子メール→インターネット→

テレビ電話→動画インターネット通信

放送メディア

ラジオー白黒テレビ→カラーテレビ→

CATV→衛星放送→ハイビジョン→文

字多重放送→ディジタル衛星放送→デ

イジクルCATV一ディジタル地上波放

送→動画インターネット放送

出版メディア

本一雑誌･レコード→自費出版･自費

CD→電子出版→ネットワーク出版→

パソコン製作･編集映画→動画インタ

ーネット出版

コン用であり,ゲーム,電子ブック,カーナビゲーショ

ンがおのおの7～8%である｡販売金額は2,260億円で,

書籍･雑誌の2兆6,000億円には程遠いが,確実に増加し

ている｡電子ブックでは,株式会社日立デジタル平凡社

の百科事典｢マイぺデイア97+が発売された｡パッケー

ジメディアとインターネットの混合利用として,日立製

作所は,大容量だがリアルタイムには変化しない映像デ

ータをビデオCDで配信し,価格･在庫･空席などが刻々

変化する中で,少量の情事馴まインターネットからとり,

ユーザーにはどこから情報を得ているかを気にせずに利

用できるような｢インターディスク+を提案している｡

以上概観したように,すべてのメディアは確実にディ

ジタル化の歩みを強め,この流れは決して止まらないと

考える(表2参照)｡

2.2 ディジタルメディアが招来する生活の変化

ディジタル技術によって文字･音声･映像を一括して

扱えるようになると,人と人とのやり取り,すなわちコ

ミュニケーションが場所や時間にかかわらず,しかもリ

アルな状態でできるようになる｡こうしてディジタル技

術は時間と空間を越え,従来考えられなかった仕デ阻みを

つく り出す｡例えば,仮想商店街が構築されると,そこ

から生活に身近な情報を受け取ったり,電子ショッピン

グができる｡この場合,各自治体や商店街などの,地域を

越えた生活サポートが,マルチメディアで実現される｡

2.2.1既存のシステムの前提の見直し

鮮明な動画映像がリアルタイムに送受信できるように

なると,例えば,遠隔医療診断などが可能になり,直接

の面接による診断が不要となるかもしれない｡

仮想商店街は既存の地域,行政の枠組みを越えて活動

すると思われるが,大規模店舗と中小規模店舗という構

図は過去のものとなる可能性もある｡街づく りも,人の

流れや物の流れだけではなく,情報の流れとネットワーク

の存在を前提に考えていかなければならないと思われる｡

2.2.2 新たなシステムの実現に向けて

マルチメディアの技術によって時間と空間を越えた,

かつて想像しなかった状況が起きてくる｡例えば,読ん

プごり聞いたりしたことと実体験では異なるものである｡

しかし,実体験と同じ情報が得られるようになると,旅

行や職業の選び方が変わってくると思われる｡情報がリ

アルであればあるほど,情報の信頼性の確保が必要にな

ってくる｡現在は個々の技術に磨きをかけている段階で

あり,マルチメディアの技術がいつ完成されるのかわか

らないが,社会システムとしてのマルチメディア情報サ

ービスの確立が今後期待される(図2参照)｡

3.美しい映像･音声

3.1美しい映像を写し出す映像機器

これからのテレビは,HDTV(High Definition Tele-

vision)並みの高画質映像を薄型,大画面に写し出すとと

もに,通信ネットワークと接続し,多様な情報を表示す

るものとなる｡情報の基本的な形は文字であるが,現在

のテレビでは文字を読むには不適当なため,明るく鮮明

な映像と,読みやすく目が疲れない文字表示の両者を滴

足させるものが要求されている｡

そのため日立製作所は,マルチメディアビジョンとい

うコンセプトで,薄型化,大画面化のニーズにこたえる

サイズに通したデバイスを求め,液晶ディスプレイ,プ

ラズマディスプレイ,フロント･リアの投射型のおのお

のについて開発を進めている｡すでにⅩGA削)(画素数

1,024×768)の精細度を達成している機器もあり,2000年

にはすべての機器がSXGA(1,240×1,024)のHDレベル

に到達することができると考える｡

3.2 臨場感あふれるディジタルオーディオ

オーディオでは,早くからディジタル化が始まってCD

全盛となっているが,DVDの登場によってドルビーサラ

ウンドAC-3削)のディジタルサラウンド システムが家

庭でも楽しめるようになった｡ステレオ音声でも,大容

量なDVDでは高ビットレートの音質を表現することが

できるようになった｡DVDオーディオの規格化が達成さ

※3)ⅩGAは,米国IBMCorp.の登録商標である｡

※4)ドルビーサラウンドAC【3は,米国ドルピー社の登録商標で

ある｡
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図2 マルチメディアによるシステムイメージ

さまざまなメディアによる家庭への情報サービスが生活の変化をもたらす｡

れれば,DVDがディジタル時代の音声の第2世代を創出

することになると考える｡

3.3 パソコンとテレビの融合

情報端末としてのテレビのイメージを図3に示す｡お

のおのの情報は画面いっぱいに表示することも可能だ

が,マルチウインドウのように多種類の映像･情報を同

時に表示するようになると思われる｡パソコンとテレビ

○
ジャズ番組

ライブ放送

天気予報

DVD百科事典

ジャズの歴史

インターネット予約

ジャズ演奏会
○

DVD ホームバソコン 衛星放送

図3 テレビとパソコンの融合

将来のテレビでは,ライブ放送をサラウンドで楽しみながらDVD

の百科事典で歴史を学び,インターネットで演奏会の予約を行うと

同時に,当日の天気を確認することができるようになる｡

ホーム(ファーム)トレード

㌦)へ
ロロ0000△000(:沿

(⊃(⊃0⊂m:)□○(m

本日の株価

日立0000

は基本的な相違点もあり(表3参照),簡単には融合しな

いであろうが,居間にある家庭f別青報端末としてのテレ

ビは,通信回線でインターネットと接続し,衛星や地上

波のディジタル放送を受け,映像を含む多様な情報発信

ができる機器になると考える｡

しかし,日米ともに1日のテレビの視聴時間は平均3

時間となっている(表4参照)｡テレビ離れの傾向も出て

いることから,情報端末化しても,ニーズに合った情報

サービスを伴うことが必要条件になる｡

表3 テレビとパソコンの相違点

テレビは簡単操作で大勢が見るものとして受動的であるが,パソ

コンは操作に習熟する必要があり,個人のためのものとして能動的

である｡

項 目 テ レ ビ ノ〈ソコン

設置場所 居間･個室 個室

初期設定 不要またはメーカー 個人またはメーカー

立ち上げ 不要 必要

操 作 簡単(ただし,受動的) 習得必要(ただし,能動的)

機器寿命 】0年 3～5年

OS(寿命) 不要 あり(2年)

プログラム 不要(専用機) 必要(汎用機)

注:略語説明 OS(OperatingSystem)
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表4 日米での1日当たりのメディア接触時間

日米ともにテレビの視聴時間は約3～4時間である｡

媒体

国
ラジオ テレビ CATV ペイテレビ ゲーム

米国い996年) 3.Oh 2.8h l.3h 0.2h 0.1h

日本い995年) 0.4h 3.2h 0.1h

4.ディジタル入出力

4.1ディジタルカメラの普及と動画像入力

映像･画像をディジタルで撮影し,いつまでも劣化せ

ずに保存できるようになると,さらに自由に編集したい

というニーズが静止画から動画にまで及んできている｡

このようなニーズに対応して,パソコンに取り込んで簡

単に編集作業ができるカメラや,パソコンに取り込んで,

カットや前後の入れ替え等の編集などが一連で処王聖でき

る機器･ツールが製品化されてきた｡DVD-RAMの登場

で,光ディスクヘの保存が容易になってきている｡

4.2 動画像を含む映像コミュニケーション

動画像のディジタル人力が容易になると,DVD-RAM

に編集,記録できるため,個人の電子出版が非常に容易

になる｡しかも,海外でも,わが国のどこにでも発信す

ることができる｡テレビ画面上でテレビ電話通信ができ

るようになるであろうし,留守番電話も映像でできるよ

うになる｡マルチメディアによる映像コミュニケーショ

ンは,遠くにいてもフェイストウ フェイスのかかわり

を作ることができる｡

4.3 マスメディアからパーソナルメディアへ

メディアはマスメディアからパーソナルメディアヘ,

またはブロードキャストからナロウキヤストヘ,さらに

は1個人へ向けたものになると考えられる｡究極的には

あらゆる情報が1対1でやり取りされるようになり,今,

自分に必要な情報だけが入手できるようにもなると考え

る｡自分だ､けが求める買い物,健康,仕事などの情報に,

必要なときに必要なだけアクセスできるようになり,受

け取るだけではなく,発信することも自由にできる｡

5.おわりに

ここでは,楽しく豊かな生活の実現に向けたマルチメ

ディアの課題と日立製作所の取組みについて述べた｡

マルチメディア技術は確実に発展し続けると思われる

が,問題がないわけではない｡(1)わかりやすい表現,バ

リアフリーを含む,使いやすい操作,検索システムの向

上,情報の高信頼性などがさらに必要とされること,(2)

システムの前提が変わってしまうため,システムの根幹

を問いなおさねばならないこと,(3)オリジナルの著作権

は保護の必要があるが,ソフトウエアサービスの発展に

は,利用･改変などに,ある程度の自由度を認める必要

があること,(4)健全なマルチメディア社会の育成のため

には,情報は無料ではなく有料を原則とすべきであるが,

イ剛直規準をなんらかの形で設定すべきことなどである｡

このように今後は,社会工学的なソフトウエアサービ

スシステム技術の発展が期待されるものと考える｡

日立製作所は,ハードウェア,ソフトウェア,コンテ

ンツ,サービスすべての面でマルチメディア技術を発展

させ,生活ソリューションを提供していく考えである｡
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